
ごあいさつ

新年おめでとうございます。令和最初のお正月、みなさんどのように過ごされましたか？
ＡＩ（人工知能）が普及するいま、わたしたちは100年に一度というような変革期を生きて
います。利便性や安全を手に入れることができる反面、なくなる職業も出てきます。徳心会発
祥の青梅市は夜具地が有名で、私の子どもの頃は機織り屋さんが沢山ありました。しかし、い
ま残っているのはタオルを扱うホットマンさんひとつです。駅の切符きりの仕事は、自動改札
機にとって代わられています。ミュンヘンでは駅に自動改札機もありませんでした。
訪問看護ステーションＩ－Ｍｅ羽村を利便性の良い羽村市の西友の中に入れてもらおうとお
願いに上がったとき、前例がないと云うことで一度は断られました。そのときに「コンビニに
ＡＴＭが置かれる時代だ。前例が無いからやる価値があるんだ。」と云われてもう一度お願いに
行きました。そのときの前例の無いといわれたＡＴＭは、現在銀行の重荷になりつつあります。
しかし、いま世界一のトヨタもその前身は豊田織機です。大きく形を変えて世界一です。
社会福祉法人の使命のひとつに継続性があります。10年後の2030年（令和12年）はど
んな世界になっていることでしょう？徳心会はどうなっていることでしょう？楽しみですね。
いま何ができるか？そのためにも……� 社会福祉法人　徳心会　理事長　関根陸雄
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「働き易い職場を創り、快適なサービスを提供する。」
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クリスマス会
12月25日（水）クリスマス会を実施しました。
ご利用者105名とご来賓２名をお招きし、ボランティ
ア『スイートポリネシア』によるフラダンスの披露、
ハーモニカの演奏が行われ、ご利用者も演奏に合わせ
て手を叩いたり、体を左右に揺らしリズムを取りなが
ら楽しそうなご様子でした。またEPA５期生のセリー
さんとエミさんもご利用者へのお披露目の機会となり
元気に抱負を述べました。今後の二人の活躍にも期待
がもてそうです。� 支援１課　リーダー　室屋昌希

訪問コンサート
11月24日（日）（公財）大田区文化振興協会様ご
協力のもと、ソプラノ歌手の宮地江奈さんと、ピアニス
トの正村恵さんをお招きしコンサートを開催しました。
正村さんの奏でるピアノの音色に会場は優しく包ま

れ、宮地さんの美しい歌声にご利用者は魅了されまし
た。曲目はクラッシックから童謡まで幅広く、アンコー
ルでは「花は咲く」を歌って下さり、和やかなムードで
みなさん素敵な一時を過ごされました。

�介護１課　課長
� 坂村小由姫

みなさん素敵な一時を過ごされました。
�介護１課　課長
� 坂村小由姫
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12月17日（火）、園庭にて年の瀬恒
例の餅つき行事を開催いたしました。
ボランティアの方にもご協力いただき、
ご利用者には餅つきを体験していただ
きました。また、餅つき体験の後には
出来立てのお汁粉も召し上がっていた
だき、寒い中ではありましたがお互い
の掛け声や笑顔があふれる行事となり
ました。来年もみなさまに楽しく餅つ
きを体験していただければと思います。

介護４課　課長　菅谷孝記

防 災 訓 練
今泉自治会合同

11月24日（日）近隣の今泉自治会との
合同防災訓練を実施しました。
水消火器による消火訓練や、

スタンドパイプを使用した放水訓練を実施し、
また消防署の機材を利用した、通報訓練など、
実践さながらに行うことができました。

万が一の被災の際は、近隣にお住まいの方との
連携は必要不可欠となります。地域に愛され、
また地域を支える施設となれるように、

今後も引き続き務めていきたいと感じました。
　　　　　　　　総務課　係長　榛葉琴充

餅 つ き
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※写真につきましては、ご利用者およびご家族の了解を得て掲載しております。

令和２年が幕開けしました。
今年はどのような一年になるのか、
みなさまにとって幸せな一年にな
りますよう、お祈り申しあげます。
今年の広報誌も、これまで以上に
楽しんでいただけるような情報を
発信していきます。
本年もどうぞよろしくお願いいたし
ます。
� 支援１課　課長　別宮孝洋

昨年の８月より毎月支援１課で調理レクリエーションを始め、
月替わりでお好み焼きやどら焼きなど簡単なおやつを自分たちの
手で作るようになりました。

これまであまり機会がな
かった調理作業に興味津々で、
卵を割って生地を作ったり、
ひっくり返したりするなど、
回数を重ねるごとに「わたしもやってみたい。」「どう作った
らいいの？」など、当日の過ごし方を楽しみに今までとは
異なる変化がみられるようになりました。
今後もご利用者に料理をする楽しさを知ってもらい、体

験を通して自立へのきっかけになればと思います。
� 支援１課　小宮啓佑

節分の豆まきは、もともと
中国から伝わってきた風習
です。「鬼は～外！福は～
内！」の掛け声とともに豆
をまき邪気を払います。鬼
に豆をぶつけることにより、
一年の無病息災を願うとい
う意味があるそうです。

節分

2月

毎年の恒例行事
です。近隣の桜
を眺めながら季
節を体感してい
ただきます。

お花見

4月

ひな祭り

3月

ひな人形を飾
ります。江戸
時代に人形遊
びと節句の儀
式が結びつき、全国に広
がったと言われていま
す。昼食にはお祝い膳も
味わっていただきます。

いずみえん
 行事予定
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昨年の８月より毎月支援１課で調理レクリエーションを始め、
月替わりでお好み焼きやどら焼きなど簡単なおやつを自分たちの
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味わっていただきます。

レクリエーション調 理
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